
東
北
自
動
■
道
大
健
弘
前
Ｉ

Ｃ
か
ら
北

へ
約
２
輸
北
上
す
る

と
、

水
田
に
出
ま
れ
た
リ
ン
ゴ

周
が
見
え
て
く
る
。

そ
の

一
角

に
、

「津
軽
忠
ピ
同
中
大
郎
五
郎

戦
死
之
跡
」
と
銘
が
刻
ま
れ
た

石
碑
が
あ
る
。

日
士
地
理
院
発

行

２
万
５
十
分

の
１
地
図
で

は
、

「
津
旺
忠
臣
之
碑
」
と
記
款

さ
れ
て
い
る
。

日
中
太
郎
五
郎
と
い
う
人
物

は
　
１
５
７
９

（大
正
７
）
年

わ
っ
ｒ

７
月
４
日
、

平
川
支
流
の
六
羽

川
で
の
合
政
に
お
い
て
大
市
方

93

の
先
手

（先
発
部
隊
）
と
し
て

信
を
漬
じ
、

身
代
わ
り
に

討
死
し
た
と
い
う
。
こ
の
大
郎

五
郎
の
機
転
の
お
か
げ
で
大
市

が
中
心
と
な

っ
て
、

討
た
し
た

と
推
定
さ
れ
る
地
に
頭
彰
碑
が

建
立
さ
れ
た
。

後

の
末
喬
が
、

弘
前
市
出
身
の
政
治
家
　
佐
藤

尚
武
氏
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら

町
を
挙
げ
て
大
々
的
な
顕
彰
事

業
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、

六
羽
川
の
合
戦
は
、

１
７
３
１

（享
保
１６
）
年
成
立

の
弘
前
藩
公
式
の
歴
史
讐

「洋

軽

一
統
志
」
な
ど
、

落
の
編
集

戦
聞
に
参
加
し
て
い
た
が
、

三

有
大
浦
九
信
の
身
の
危
険
を
察

知
し
て
、

為
信
が
着
用
し
て
い

た
甲
富
を
も
ら
い
受
け
て
偽
物

の
九
信
を
漬
じ
、

身
代
わ

討
死
し
た
と
い
う
。
こ
の

方
は
合
戦
に
勝
利
し

た
と
い
わ
れ
、

彼
の

功
績
を
讃
え
る
た
め

に
、
１
９
５
９

（昭

和
３４
）
年
７
月
４
日
、

地
元
の
郷
十
史
家
ら

田中大,|五郎顕彰碑
「津軽忠巨田中太郎工郎戦死之跡」
(2012年6月 9日 蔦 谷大輔撮影)

田中太郎工郎顕彰碑の位置
(国土地理院発行 2万 5千分の 1地図
「大鰐」〈弘前 5号 -4)よ り転載)

物
や
藩
士
の
山
緒
書
な

ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、

合

戦
の
３
年
前
に
大
光
子

城

（
現
平

川
市
大

光

寺
）
を
追
わ
れ
た
同
城

工
の
子
息
六
郎
　
ｔ
郎

≡
さ
ち
と
Ｌ
●
ｎ
≡

兄
弟
や
重
臣
椛
本
重
行

ら
が
、

同
城
奪
遠
の
た

め
に
、

逃
亡
先
の
秋
田

比
内
地
方

（規
秋
日
早

大
館
市
比
内
町
）
の
軍

勢
を
引
き
こ
れ
て
挙
兵

し
、

大
市
方
と
繰
り
広
げ
た
戦

間
で
あ
る
と
い
つヽ
。

弘
前
落
側
の
資
料
は
後
世
に

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

落

祖
角
信
を
諏
彰
す

る
意
味
合

い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
こ
と

か
ら
、

歴
史
的
事
実
が
歪

山

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

近
年
の
研

抗
で
は
、

同
合
戦
は
、

伸
断
象

東
氏

（私
□
氏
の
他
）
が
、

大

浦
方
に
よ
る
浪
岡
城
攻
略
の
部

復
と
し
て
進
■
し
た
と

い
う
説

令
浪
岡
町
史
　
第
二
巻
き

な

ど
が
あ
る
。
し
か
し
、

私
田
側

や
高
部
側
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど

０

な
く
、

同
合
戦
の
詳
細
は
今
な

お
不
町
で
あ
る
。

毎
年
７
月
４
日
に
は
、

地
元

の
農
家
に
よ

っ
て
顕
彰
抑
周
辺

の
卓
刈
り
や
枝
打
ち
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
も
の
の
　
訪
問
者

は
少
な

い
と

い
う

（
『東
奥
日

禄
』
２
０
１
１

（平
成
第
）
年

７
月
１４
日
付
）
．

六
羽
川
の
合

載
そ
の
も
の
が
風
化
し
て
い
く

の
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

顕
彰
伸

の
存
在
が
広
く
詔
設
さ
れ
、

守

り
継
が
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ

つヽ
。

忠
臣
の
顕
彰
碑

蔦

谷

大

輔

（Ｌ
民
■
市
■
化
評

，
宅
編
さ
ん
グ
ル
ー
ブ
非
常
勤
巧
託
Ｒ
）


